
 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標と評価規準 

目標： 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる。 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①考えとそれを支える理由や

事例、全体と中心など情報と

情報との関係について理解し

ている。 

① 「読むこと」において、目的を意

識して、中心となる語や文を見

付けて要約している。 

② 「読むこと」において、文章を読

んで感じたことや考えたことを共

有し、一人一人の感じ方などに

違いがあることに気付いている。 

① すすんで文章を要約し、学習の

見通しをもって、まとめたことを

伝え合おうとしている。 

２ 教材について 

おわり 中 はじめ 

中③ 中② 中① 

⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

結
論 

事
例
② 

事
例
① 

工
場
で
作

っ
た
接
着

剤 欠
点 

事
例
② 

事
例
① 

自
然
の
材

料
の
接
着

剤 事
例
② 

事
例
① 

話
題
提
示 

そ
れ
ぞ
れ
の
せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い
の
と
く
ち
ょ
う
に
合

わ
せ
た
使
い
方
を
す
る
こ
と
で
、く
ら
し
を
ゆ
た
か

に
し
て
い
る
。 

昔
の
絵
な
ど
、美
術
品
の
修
理
に
は
、昔
か
ら
あ
る

米
や
小
麦
か
ら
作
っ
た
の
り
や
、に
か
わ
が
活
躍
す

る
。 

自
然
に
あ
る
物
の
よ
さ
を
生
か
し
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
作
る
の
り
は
、じ
ょ
う
ざ
い
を
作

る
時
に
使
わ
れ
る
。 

今
、使
っ
て
い
る
せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い
は
、ほ
と
ん
ど
が

工
場
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
。 

こ
れ
ら
は
く
さ
り
や
す
か
っ
た
り
、さ
む
い
と
き
ち

ん
と
く
っ
つ
か
な
か
っ
た
り
す
る
点
が
不
便
で
あ
る
。 

「
に
か
わ
」
は
、動
物
の
ほ
ね
や
皮
を
に
た
し
る
を
、

か
わ
か
し
て
か
た
め
て
作
る
。 

た
い
た
米
を
へ
ら
で
つ
ぶ
し
、水
を
合
わ
せ
て
よ
く

ね
っ
て
い
く
と
の
り
が
で
き
あ
が
る
。 

昔
か
ら
自
然
に
あ
る
ざ
い
り
ょ
う
を
使
っ
て
、せ
っ
ち

ゃ
く
ざ
い
を
作
っ
て
き
た
。 

飛
行
機
や
電
車
な
ど
を
作
る
と
き
は
、ね
じ
な
ど
の

か
わ
り
に
せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い
を
使
う
こ
と
で
軽
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

体
そ
う
服
の
ゼ
ッ
ケ
ン
は
、ね
つ
で
と
け
る
せ
っ
ち
ゃ

く
ざ
い
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。 

物
と
物
を
く
っ
つ
け
る
は
た
ら
き
を
す
る
も
の
を
せ

っ
ち
ゃ
く
ざ
い
と
い
う
。 

本教材は、接着剤の用途や今と昔の違いなど様々な観点から接着剤について知ることができるものである。

児童が自分が興味をもったことを紹介するために大事な語や文を見付けて要約することに適した教材文である。 

きょうみをもったことをしょうかいしよう 

「せっちゃくざいの今と昔」 ３年２組  



３ 単元計画（全７時間） 

次 時 学習目標 学習活動 

第
一
次 

１ 
身の回りの接着剤に目を向け、単元

の学習の見通しをもつ。 

〇昔の接着剤の原料を見せる。 

○のりを使った経験や、接着剤が身の回りでどのように使

われているかを想起させる。 

第
二
次 

２ 

 文章の構成を捉えて、５つのまとまり

に分けることができる。 

〇教材文を「はじめ、中、終わり」の３つのまとまりに分け、

さらに「中」３つのまとまりに分け、書かれている内容を

確認する。 

３  

大事な言葉を見付け、「中①」に書か

れている内容を表に整理する。 

〇「中①」に書かれていることを表に整理する。 

〇大事な言葉や文と事例との関係で「中①」をまとめる。 

４
（
２
組
本
時
） 

【展開１】中心文やキーワードに着目

し要約のポイントを理解する。 

 

【展開２】自分が入れたいキーワード

を決め、要約文を書くことができる。 

〇２段落の中心文やキーワードを見付け、言葉の並び替え

や付け足し、書き換え、そして要約する。 

〇要約するためのポイントを理解する。 

○２段落で理解した要約のポイントを踏まえ、中心文と自

分で選んだキーワードを使い、３段落を要約する。 

５ 

大事な言葉を見付け、「中②」に書か

れている内容を表に整理する。 

○「中②」に書かれていることを表に整理する。 

〇大事な言葉や文と事例との関係で「中②」をまとめる 

６
（
１
組
本
時
） 

【展開１】自分が興味をもったことの

中心が伝わるように、要約すること

ができる。 

【展開２】要約文を読み合って、共通

点や相違点を見付ける。 

〇「中②」の５段落、６段落から自分が興味をもった段落

を選び、伝えたいことの中心が伝わるように、大事な言

葉や文を使って要約をする。 

〇同じ段落を選んだ児童と小グループをつくり、要約する

際に、工夫したことを伝え合い、良いところや一人一人

の感じ方の違いを見付ける。 

７ 

中③の要約文を書く。 

筆者の考えについて、自分の考えをも 

ち、友達と交流する。 

〇中③の９段落、１０段落を要約する 

〇１１段落について、自分の考えをまとめ、意見交換する。 

４ 全力参加のための手立て 

 

 

 

 

 

 

 

ダウト読み・並び替え 

着目させたい言葉や文を意図的に置き換えた

文章を提示し、正しい文章を考えさせる。 

        →内容理解 

学びマップの活用 

単元の流れや学習のゴールを示すことで、児童

が見通しをもち安心して進めることができる。 

        →学習の見通し 

ペア活動 

全員が意見を話す機会をつくる。自分の意見

をもてない児童にも聞いて学ぶ場を設定す

る。 

        →全員参加 



５ 本時の展開（全７時間中の第４時） 

本時の目標：要約の仕方のポイントを理解し、要約文を書くことができる。 

時間 学習活動 
・指導上の工夫  

・▲個別の支援 
評価規準（評価方法） 

導入 

５分 

１  「中①」を音読する。 

       仕掛け・ダウト読み 

大事な言葉や文をまとめた表を確

認する。 

T：この文の間違いを見付けて、とな

りの人に伝えよう。いくつ見付けら

れるかな。 

・キーワードとなる語句を意図

的に置き換える。 

【焦点化】 

 

 

 

 

 

 

読みたい 

 

展開１ 

１５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

３ 表から抜き出した中①２段落の中

心文、大事な言葉を短冊にしたも

のを２種類提示する。語句を付け

足して、短い文にまとめるにはどう

したらよいか考える。 

       

T：２段落を短くまとめてみました。 

  どちらがよいでしょうか。 

となりの人に考えを伝えよう。 何

番目の文かな       

  

T：先生は①がよいと思うのですが。 

C：①には、中心文が入っていない

よ。 

C：中心文は必ず入れないといけな

い。 

T：なぜないといけないのかな。①の

方が具体的なことが書いてあって

分かりやすいよね 

C：段落をまとめた文が大切だよ。 

T：では、２～４番目の文は何が書い

てあるのだろう。 

C:事例です。 

T：では１番は中心文だから必ず入

れないといけないね。 

 

 

 

・学びマップで確認 

 

 

・２段落の大事な言葉や文をま

とめた短冊を掲示する。 

【視覚化】 

 

 

・中心文、大事な語句の選択    

【焦点化】 

・２つの要約文を提示する。 

【Which型】 

①中心文が入っていない文 

② 中心文が入っている文 

 

・あえて間違えた要約文を肯定 

する。なぜ①がいけないのかを

たくさんやりとりし、中心文が

必要なことを児童から引き出

す。     【ゆさぶり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大事な言葉や文を使って要約文にまとめよう 

matom 

考えたい 

 



 

６ 板書計画 

◎
大
事
な
言
葉
や
文
を
使
っ
て 

短
い
文
に
ま
と
め
よ
う
。 

                                             
 

７ 授業観察の視点 

（１）本時のねらいが達成されていたか。そのための指導法が考えられていたか。 

（２）児童が全力参加する姿が見られていたか。 

（３）分かりやすく、考えを深めたり広げたりするために有効な発問であったか。 

 

 

 

 

展開 2 

２０分 

 

４ 要約する際のポイントをまとめる。        

・伝えたいことを中心に大事な文や

言葉を入れる。  

 

 

５ 「中①」３段落の中で最も興味を

もったところは何かを考える。 

T：３段落の中には３つの文がありま

す。中心文はどれになるか、隣の

人と話し合いましょう。 

T：要約文の中に入れたい大切な言

葉はどれかな。       

 

６ 伝えたいことの中心を入れた３段

落の要約文を書く。 

 

７ 書いた要約文をグループで発表

する。 

・中心文を入れる。 

・短く 

・言葉を変えてもよい 

 書き換え・付け足し 

 

・３段落の中心文や大切な言葉

をまとめた短冊を掲示する。 

【視覚化】 

              

 

             【Which型】 

 

 

▲事前に支援の必要な児童を

リストアップし重点的に机間

指導をする。なかなか書けな

い児童に対しては、大事な語

句の書かれた短冊カードを

渡す。 

 

 

 

 

「読むこと」において、目

的を意識して、中心と

なる語や文を見付けて

要約している。 

（記述・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

伝えたい 

まとめ 

５分 

8 学びマップで今日の学習を振り返

る。         

・身に付けた力を確認する。 

                  【共有化】 

 

 

短
い
文
に
ま
と
め
る
ポ
イ
ン
ト 

①
伝
え
た
い
こ
と
は
何
？ 

 

大
切
な
言
葉
や
文
を
入
れ
る
。 

②
短
く
。八
十
～
九
十
文
字
・短
く 

③
言
葉
を
か
え
て
も
よ
い 

書
き
か
え
・つ
け
た
し 

     

◎
伝
え
タ
イ
中
心
は
ど
こ
か
な 

  

２段落 

の 

本文 

 

２段落の 

大事な言葉 

や文 

 

３段落の 

大事な言葉 

や文の短冊 

 

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト 

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト 

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト 

３段落 

の 

本文 

 
２
段
落
の
要
約
文
① 

中
心
文
無
し  

２
段
落
の
要
約
文
② 

中
心
文
あ
り  

伝えたい 

 


